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令和５年度県民意識調査（案） 平成 30 年度県民意識調査 

【ご記入に際してのお願い】（抄） 

・設問の中にある「結婚」とは、法律上の結婚をいいます。 

・設問の中にある「独身」とは、法律上の結婚をしていない方をいいます。 

・設問の中にある「配偶者」とは、婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情に

ある方（いわゆる事実婚）を含みます。 

・設問の中にある「お子さんをお持ちの方」とは、血縁関係はなくても、実質的にお子さんを養

育されている方を含みます。 

・答えたくない設問がある場合には、その設問にはご回答いただかなくて構いません。 

 

【ご記入に際してのお願い】（抄） 

 

 

 

 

・設問の中にある「お子さんをお持ちの方」とは、血縁関係はなくても、実質的にお子さんを養

育されている方を含みます。 

資料３－２ 
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令和５年度県民意識調査（案） 平成 30 年度県民意識調査 

【問 16】 あなた、またはあなたの配偶者が、子育てにあたって利用した制度は何ですか。また、

利用したかった（利用してみたい）制度は何ですか。あてはまる番号にいくつでも○印をつけ

てください。 

さらに、利用したかった（利用してみたい）制度を選んだ場合、その理由は何ですか。あて

はまるものを１つ選びそれぞれ○印をつけてください。 

  
 
  

 
  

（理由） 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
そ
の
他 

１．幼稚園<預かり保育を含む>  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

２．認定こども園  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

３．認可保育所  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

４．認可外保育施設  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

５．居宅訪問型保育、家庭的保育  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

６．事業所内保育 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

７．休日保育 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

８．一時・特定保育 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

（削除） 
 

 
 

       

９．誰でも自由に利用できる憩い・遊

び・相談の場(地域子育て支援セン

ター等) 

 
1 

 
2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

【問 16】 あなた、またはあなたの配偶者が、子育てにあたって利用した制度は何ですか。また、

利用したかった（利用してみたい）制度は何ですか。あてはまる番号にいくつでも○印をつけ

てください。 

さらに、利用したかった（利用してみたい）制度を選んだ場合、その理由は何ですか。あて

はまるものを１つ選びそれぞれ○印をつけてください。 

  
 
  

 
  

（理由） 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
そ
の
他 

１．幼稚園<預かり保育を含む>  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

２．認定こども園  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

３．認可保育所  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

４．認可外保育施設  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

５．居宅訪問型保育、家庭的保育  1  2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

６．事業所内保育 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

７．休日保育 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

８．一時・特定保育 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

９．病児・病後児保育 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

10．誰でも自由に利用できる憩い・遊

び・相談の場(地域子育て支援セン

ター等) 

 
1 

 
2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 
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令和５年度県民意識調査（案） 平成 30 年度県民意識調査 

10．ファミリーサポートセンター 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

11．放課後児童クラブ<学童保育> 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

12．放課後子ども教室 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

13．子育て情報・支援ネットワーク 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

14．その他（       ） 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

 

用語集 

（アンケート【問 16】の「施設」「サービス」等の説明です。） 

用語 説明 

（略） （略） 

 

（削除） （削除） 

 

（略） （略） 

 
 

11．ファミリーサポートセンター 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

12．放課後児童クラブ<学童保育> 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

13．放課後子ども教室 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

14．子育て情報・支援ネットワーク 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

15．その他（       ） 
 

1 
 

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ f 

 

用語集 

（アンケート【問 16】の「施設」「サービス」等の説明です。） 

用語 説明 

（略） （略） 

 

病児・病後児保育 病気になった子ども又は病気から回復中の

子どもを保育する事業。 

（略） （略） 

 

 

 

【問 17-1①】 保護者が就労している場合等において、子どもが病気の際に自宅での保育が困難

なとき、病院、保育所等で病気になった子ども又は病気から回復中の子どもの保育を行う「病

児・病後児保育」の利用ができます。この病児・病後児保育を利用したことがありますか。あ

てはまる番号を１つ選び○印をつけてください。 

１．利用したことがある 

２．利用したことがない（利用する必要がない） 
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令和５年度県民意識調査（案） 平成 30 年度県民意識調査 

【問 17-1②】 問 17-1①で２と答えた方にお聞きします。その理由として、自分に最もあてはま

ると思われる番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．仕事を休んで病児の保育をすることができる 

２．家族（祖父母を含む）、親族などで対応できる 

３．子どもが一人で過ごすことができる 

４．利便性が良くない（移動に時間がかかる、近隣に施設がないなど） 

５．急な体調不良が多く、申込時間内での予約は難しい 

６．利用時間、利用日が限られている 

７．受入定員が少ないため予約が取れない 

８．予約方法や利用手続き、医療機関の受診、子どもを預けるための荷物の準備などが手間で

ある 

９．利用料金が高い 

10．病気の悪化、他の病気への感染が心配である 

11．他の子に病気を感染させてしまう可能性など心配がある 

12．利用方法がわからない 

13．制度を知らなかった 

14．その他（                      ） 

 

 

【問 17-2】 病児・病後児保育を利用する（利用したい）場合に望むことは何ですか。自分に最

もあてはまると思われる番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．自宅の近隣にあること 

２．通勤途上などアクセスが便利な場所にあること 

３．普段通っている保育所等で対応してもらえること 

４．受入定員を増やしてほしいこと 

５．利用時間の延長や、土日・祝日なども利用できること 

６．利用料金が安いこと 

７．パソコン、スマートフォン等により、利用したいときに空き状況を確認できたり、予約が

できたりすること 

８．利用する必要がないため、特にない 

９．その他（                      ） 

 

 

【問 22-1】 自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のいずれです

か。あてはまる番号を１つ選び○印をつけてください。 

１．いずれ結婚するつもり（ある程度の年齢までには結婚するつもり） 

２．いずれ結婚するつもり（理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない） 

３．一生結婚するつもりはない  →問 23 へ 

【問 21】 自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のいずれですか。

あてはまる番号を１つ選び○印をつけてください。 

１．いずれ結婚するつもり（ある程度の年齢までには結婚するつもり） 

２．いずれ結婚するつもり（理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない） 

３．一生結婚するつもりはない 
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令和５年度県民意識調査（案） 平成 30 年度県民意識調査 

【問 22-2】 あなたは、何歳くらいまでに結婚していなかったら、結婚に向けた積極的な対応を

とると思いますか。 

（     ）歳 

 

 

【問 22-3】 結婚に向けてどのような活動ならしてみたいと思いますか。あてはまる番号にいく

つでも○印をつけてください。 

１．民間の結婚相談所に登録する 

２．民間主催の婚活イベントに参加する 

３．行政の結婚支援センターに登録する 

４．行政主催の婚活イベントに参加する 

５．婚活サイトなどのインターネットサイトや SNS、マッチングアプリを利用する 

６．親族、知人、友人等に紹介を頼む 

７．趣味のサークル等で知り合う 

８．合コンに行く 

９．その他（            ） 

 

 

【問 24-1】 現在、あなたが独身でいる理由を次の中から選ぶとすればどれですか。ご自分に最

もあてはると思われる番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．結婚するにはまだ若すぎるから 

２．結婚する必要性を感じないから 

３．今は、仕事(または学業)にうちこみたいから 

４．今は、趣味や娯楽を楽しみたいから 

５．仕事が忙しくて出会うチャンスが少ないから 

６．独身の自由や気楽さを失いたくないから 

７．結婚したい相手にまだめぐり会わないから 

８．異性とうまくつきあえないから 

９．経済的な余裕がないから 

10．結婚生活のための住宅のめどが立たないから 

11．親や周囲が結婚に同意しない(だろう)から 

12．その他（                             ） 

13．すでに結婚が決まっている 

【問 23】 現在、あなたが独身でいる理由を次の中から選ぶとすればどれですか。ご自分に最も

あてはると思われる番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．結婚するにはまだ若すぎるから 

２．結婚する必要性を感じないから 

３．今は、仕事(または学業)にうちこみたいから 

４．今は、趣味や娯楽を楽しみたいから 

５．仕事が忙しくて出会うチャンスが少ないから 

６．独身の自由や気楽さを失いたくないから 

７．結婚したい相手にまだめぐり会わないから 

８．異性とうまくつきあえないから 

９．経済的な余裕がないから 

10．結婚生活のための住宅のめどが立たないから 

11．親や周囲が結婚に同意しない(だろう)から 

12．その他（                             ） 

13．すでに結婚が決まっている 
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令和５年度県民意識調査（案） 平成 30 年度県民意識調査 

【問 24-2】 あなたにパートナー（恋人や事実婚をしている方）がいる場合、次のような理由で

法律上の結婚をためらうことはありますか。現在パートナーがいない場合は、できた場合を想

定して、あてはまる番号にいくつでも○印をつけてください。 

１．生来の姓に愛着があり、姓を変えたくない 

２．キャリアを維持したい等の理由により姓を変えたくない 

３．相手の親族との付き合いが煩わしい 

４．相手の家業を継がなければいけない（相手に当方の家業を継いでもらわなければならない） 

 

 

【問 25】 問 24-2 で○をつけた方にお聞きします。 

欧米諸国を中心に婚姻制度とは別に、多様なカップルに法的保護を与える国が増えています。

愛知県では、結婚とは別の制度（事実婚であっても子の共同親権を認めるなど、カップル間の

パートナー契約に結婚（婚姻）に準じた法的保護を与える新たな届出・登録制度）の創設を国

に働きかけています。あなたにパートナーがいる（またはできた）場合に、この制度が創設さ

れたら利用してみたいと思いますか。 

１．利用してみたいと思う 

２．利用するかどうかはわからないが、関心はある 

３．結婚とは別の制度は利用したくない 

４．どちらともいえない、わからない、関心がない 

 

 

【問 30】あなたは、結婚（同棲を含む）を希望する人を支援する施策として何が重要だと思いま

すか。この中からあなたの考えに近い番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．安定した雇用環境を提供すること 

２．賃金を上げて安定した家計を営めるよう支援すること 

３．結婚や住宅に対する資金貸与や補助を行うこと 

４．出会いの場を提供すること 

５．結婚した方が活用できるような税制を行うこと 

６．企業のワーク・ライフ・バランスを促進する政策を充実させること 

７．若者の結婚を応援する機運の醸成を図る情報発信を行うこと 

８．その他（            ） 

９．特にない 

10．わからない 

【問 28】 あなたは、結婚を希望する人の結婚を支援する施策として何が重要だと思いますか。

この中からあなたの考えに近い番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．安定した雇用環境を提供すること 

２．賃金を上げて安定した家計を営めるよう支援すること 

３．結婚や住宅に対する資金貸与や補助を行うこと 

４．出会いの場を提供すること 

５．結婚したほうが有利となるような税制を行うこと 

６．夫婦がともに働きつづけられるような職場環境の充実 

７．若者の結婚を推奨するような啓発活動を行うこと 

８．その他（            ） 

９．特にない 

10．わからない 
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令和５年度県民意識調査（案） 平成 30 年度県民意識調査 

【問 32】 あなたは、子育てを支援する施策として何が重要だと思いますか。この中からあなた

の考えに近い番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．保育所の時間延長や一時預かりなど、多様な保育サービスを充実する 

２．児童手当や扶養控除など、子育てに対する経済的支援を充実する 

３．育児休業をとりやすい職場環境を整備する 

４．企業のワークライフバランスを促進する政策を充実させること 

５．時間外勤務を短縮する等、男性の育児参加を促進する 

６．育児休業中の所得保障を充実する 

７．出産・育児による退職後の再就職支援を充実する 

８．子ども医療費への支援を充実する 

９．教育費への支援を充実する 

10．子どもを連れて安心して外出できる地域環境を整備する 

11．育児について相談する場、親同士交流できる場を提供する 

12．妊娠や出産に関する相談や情報提供などをワンストップで受けられる窓口（子育て世代包

括支援センター等）の充実 

13．その他（            ） 

14．特にない 

15．わからない 

【問 30】 あなたは、子育てを支援する施策として何が重要だと思いますか。この中からあなた

の考えに近い番号を３つ以内で選び○印をつけてください。 

１．保育所の時間延長や保育ママなど、多様な保育サービスを充実する 

２．児童手当や扶養控除など、子育てに対する経済的支援を充実する 

３．育児休業をとりやすい職場環境を整備する 

４．フレックスタイムの導入など、柔軟な働き方を推し進める 

５．時間外勤務を短縮する等、男性の育児参加を促進する 

６．育児休業中の所得保障を充実する 

７．出産・育児による退職後の再就職支援を充実する 

８．子ども医療費への支援を充実する 

９．教育費への支援を充実する 

10．子どもを連れて安心して外出できる地域環境を整備する 

11．育児について相談する場、親同士交流できる場を提供する 

12．妊娠や出産に関する相談や情報提供などをワンストップで受けられる窓口（子育て世代包

括支援センター等）の充実 

13．その他（            ） 

14．特にない 

15．わからない 

 

【問 33】 あなたは、子育てにおいて、地域社会における住民同士の助け合いとして、どのよう

な活動があればいいと思いますか。この中からあなたのお考えに近い番号を３つ以内で選び○

印をつけてください。 

１．子育てに関する悩みを気軽に相談できるような活動 

２．子育て経験者が家庭に訪問して、傾聴（話を聞く）や協同（育児・家事や外出を一緒にす

る）をしてくれる活動 

３．子育て家庭の家事を支援する活動 

４．不意の外出の時などに子どもを預かる活動 

５．子どもと遊んでくれる活動 

６．子どもにスポーツや勉強を教えてくれる活動 

７．子育てをする親同士で話ができる仲間づくりの活動 

８．子育てに関連した情報を簡単に入手しあえるような活動 

９．その他（             ） 

10．特にない 

11．わからない 

 

【問 31】 あなたは、子育てにおいて、地域社会における住民同士の助け合いとして、どのよう

な活動があればいいと思いますか。この中からあなたのお考えに近い番号を３つ以内で選び○

印をつけてください。 

１．子育てに関する悩みを気軽に相談できるような活動 

２．子育て家庭の家事を支援する活動 

３．不意の外出の時などに子どもを預かる活動 

４．子どもと遊んでくれる活動 

５．子どもにスポーツや勉強を教えてくれる活動 

６．子育てをする親同士で話ができる仲間づくりの活動 

７．子育てに関連した情報を簡単に入手しあえるような活動 

８．その他（             ） 

９．特にない 

10．わからない 
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【問 41】 一緒に暮らしている人がいらっしゃる方にお聞きします。あなたが一緒に暮らしてい

る人は、どなたですか。あてはまる番号にいくつでも○印をつけてください。 

１．配偶者   ２．子ども   ３．自分の父 

４．自分の母   ５．配偶者の父   ６．配偶者の母  

７．自分のきょうだい   ８．その他（     ） 

【問 39】 一緒に暮らしている人がいらっしゃる方にお聞きします。あなたが一緒に暮らしてい

る人は、どなたですか。あてはまる番号にいくつでも○印をつけてください。 

１．配偶者（事実婚を含む） ２．子ども   ３．自分の父 

４．自分の母   ５．配偶者の父   ６．配偶者の母  

７．自分のきょうだい   ８．その他（     ） 

 

 


